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観点別学習状況 評価規準分析表

平成２１年度版　　　　　　　　　 移行措　　　　　　　　　　　　　 　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　置[image: image4.png]



	単元
	目　標
	観点別評価規準

	
	
	算数への関心・意欲・態度
	数学的な考え方
	数量や図形についての技能
	数量や図形についての知識・理解

	１．ひょうと グラフ
	・資料を分類整理し，一次元表や簡単なグラフに表したり，それらを読み取ったりすることができる。

	・一次元表や簡単なグラフのよさがわかり，進んで身の回りの事柄を整理し，表やグラフに表そうとしている。
	・資料を分類整理する方法を考え，一次元表や簡単なグラフに表している。
	・数を用いて一次元表をかいたり，○を使った簡単なグラフをかいたりでき，それらを読み取ることができる。
	・資料を分類整理し，一次元表や簡単なグラフに表したり，それらを読み取ったりするしかたを理解している。

	
	１．資料を分類整理し，一次元表に表したり，それを読み取ったりすることができる。

	・一次元表のよさがわかり，進んで身の回りの事柄を整理し，一次元表に表そうとしている。
	・資料を分類整理する方法を考え，一次元表に表している。
	①数を用いて一次元表をかくことができる。
②一次元表から，数の大小などを読み取ることができる。
	①用語「表」を理解している。
②一次元表の読み取り方を理解している。

	
	２．資料を分類整理し，簡単なグラフに表したり，それを読み取ったりすることができる。

	・簡単なグラフのよさがわかり，進んで身の回りの事柄を整理し，簡単なグラフに表そうとしている。
	・資料を分類整理する方法を考え，簡単なグラフに表している。
	①○を使った簡単なグラフをかくことができる。
②○を使った簡単なグラフから，数の大小などを読み取ることができる。
	①用語「グラフ」を理解している。
②簡単なグラフの読み取り方を理解している。

	２．時こくと 時間
	・時刻と時間がわかり，それらを求めたり表したりすることができる。

	・生活の中で，時刻や時間に関心をもち，進んで用いようとしている。
	・時刻と時間の意味を考え，それらを表したり求めたりしている。
	・時刻や時間を表したり求めたりすることができる。

	・時刻と時間の違いや，時間の単位(日，時，分)の関係を理解している。

	
	１．時刻と時間の意味や，時，分の関係がわかる。

	・時刻と時間の違いを意識して，生活の中で用いようとしている。
	・時刻や時間の求め方を考え，時計や図を用いて求めている。
	・時，分の関係から，時刻や時間を求めることができる。
	①時刻と時間の違いを理解している。

②１時間＝60分の関係を理解している。

	
	２．「午前」「午後」の意味や，日，時の関係がわかる。
	・「午前」「午後」や，日，時の関係に関心をもち，生活の中で用いようとしている。
	・時刻や時間の表し方や求め方を考え，時計や図を用いて表したり求めたりしている。
	①「午前」，「午後」を使って時刻を表すことができる。
②「午前」「午後」，日，時の関係から，時刻や時間を求めることができる。


	①「午前」，「午後」の意味を理解している。

②１日＝24時間の関係を理解している。

	３．たし算の ひっ算
	・２位数の加法の筆算や，検算ができる。
	・進んで２位数の加法の筆算や，加法の交換法則を用いた検算のしかたを考え，正しい答えを求めようとしている。

	・既習の計算や数のしくみ，加法の交換法則を基に，２位数の加法の筆算のしかたや，その検算のしかたを考え，答えを求めている。
	・２位数の加法の筆算や，加法の交換法則を用いた検算ができる。
	・２位数の加法の筆算や，加法の交換法則を用いた検算のしかたを理解している。

	
	１．(２位数)＋(２，１位数)＝(２位数)で，くり上がりのない筆算ができる。
	・ (２位数)＋(２，１位数)＝(２位数)で，くり上がりのない筆算のしかたを考えようとしている。
	・既習の計算や数のしくみを基に， (２位数)＋(２，１位数)＝(２位数)で，くり上がりのない筆算のしかたを考え，答えを求めている。
	①(２位数)＋(２位数)＝(２位数)で，くり上がりのない計算を筆算ですることができる。
②(２位数)＋(１位数)＝(２位数)で，くり上がりのない計算を筆算ですることができる。

	①(２位数)＋(２位数)＝(２位数)で，くり上がりのない計算の筆算のしかたを理解している。
②(２位数)＋(１位数)＝(２位数)で，くり上がりのない計算の筆算のしかたを理解している。

	
	２．(２位数)＋(２，１位数)＝(２位数)で，くり上がりのある筆算ができる。
	・ (２位数)＋(２，１位数)＝(２位数)で，くり上がりのある筆算のしかたを考えようとしている。
	・既習の計算や数のしくみを基に， (２位数)＋(２，１位数)＝(２位数)で，くり上がりのある筆算のしかたを考え，答えを求めている。
	①(２位数)＋(２位数)＝(２位数)で，くり上がりのある計算を筆算ですることができる。
②(２位数)＋(１位数)＝(２位数)で，くり上がりのある計算を筆算ですることができる。

	①(２位数)＋(２位数)＝(２位数)で，くり上がりのある計算の筆算のしかたを理解している。
②(２位数)＋(１位数)＝(２位数)で，くり上がりのある計算の筆算のしかたを理解している。

	
	３．加法の交換法則と，それを用いた検算のしかたがわかる。


	・進んで加法の交換法則を用いて２位数の加法の検算をし，正しい答えを求めようとしている。
	・加法の交換法則を基に，２位数の加法の検算をしている。
	・加法の交換法則を用いて，２位数の加法の検算ができる。
	①加法の交換法則を理解している。

②加法の交換法則を用いた，２位数の加法の検算のしかたを理解している。


	４．ひき算の ひっ算
	・２位数の減法の筆算や，検算ができる。
	・進んで２位数の減法の筆算や，加法と減法の関係を用いた検算のしかたを考え，正しい答えを求めようとしている。


	・既習の計算や数のしくみ，加法と減法の関係を基に，２位数の減法の筆算のしかたや，その検算のしかたを考え，答えを求めている。
	・２位数の減法の筆算や，加法と減法の関係を用いた検算ができる。
	・２位数の減法の筆算や，加法と減法の関係を用いた検算のしかたを理解している。

	
	１．(２位数)－(２，１位数)＝(２，１位数)で，くり下がりのない筆算ができる。
	・(２位数)－(２，１位数)＝(２，１位数)で，くり下がりのない筆算のしかたを考えようとしている。
	・既習の計算や数のしくみを基に， (２位数)－(２，１位数)＝(２，１位数)で，くり下がりのない筆算のしかたを考え，答えを求めている。
	①(２位数)－(２位数)＝(２，１位数)で，くり下がりのない計算を筆算ですることができる。
②(２位数)－(１位数)＝(２位数)で，くり下がりのない計算を筆算ですることができる。
	①(２位数)－(２位数)＝(２，１位数)で，くり下がりのない計算の筆算のしかたを理解している。
②(２位数)－(１位数)＝(２位数)で，くり下がりのない計算の筆算のしかたを理解している。


	
	２．(２位数)－(２，１位数)＝(２，１位数)で，くり下がりのある筆算ができる。
	・ (２位数)－(２，１位数)＝(２，１位数)で，くり下がりのある筆算のしかたを考えようとしている。
	・既習の計算や数のしくみを基に， (２位数)－(２，１位数)＝(２，１位数)で，くり下がりのある筆算のしかたを考え，答えを求めている。
	①(２位数)－(２位数)＝(２，１位数)で，くり下がりのある計算を筆算ですることができる。
②(２位数)－(１位数)＝(２位数)で，くり下がりのある計算を筆算ですることができる。

	①(２位数)－(２位数)＝(２，１位数)で，くり下がりのある計算の筆算のしかたを理解している。
②(２位数)－(１位数)＝(２位数)で，くり下がりのある計算の筆算のしかたを理解している。

	
	３．加法と減法の関係と，それを用いた検算のしかたがわかる。


	・進んで加法と減法の関係を用いて２位数の減法の検算をし，正しい答えを求めようとしている。
	・加法と減法の関係を基に，２位数の減法の検算をしている。
	・加法と減法の関係を用いて，２位数の減法の検算ができる。
	①加法と減法の関係を理解している。

②加法と減法の関係を用いた，２位数の減法の検算のしかたを理解している。


	５．長さの たんい
	・長さの単位がわかり，測定や，作図，加減計算ができる。


	・長さに関心をもち，進んで身の回りのものの長さを測定し，目的や対象に適した単位を用いて表そうとしている。


	・普遍単位の必要性に気づき，適切な単位を用いて長さを表している。
	・長さを測定したり，特定の長さの直線を作図したりでき，長さの加減計算ができる。
	・長さの単位や表し方を理解している。

	
	１．普遍単位の必要性に気づき，長さの単位「cm」がわかる。
	・普遍単位を用いるよさに気づき，進んで身の回りのものの長さを測定しようとしている。

	・長さを測定する活動を基に，普遍単位の必要性に気づき，「cm」を使って表している。
	・長さを測定し，「cm」を使って表すことができる。
	①長さの単位「cm」を理解している。

②「cm」を使った長さの測定のしかたを理解している。

	
	２．長さの単位「mm」がわかり，ものさしを使って直線の長さを測定したり，特定の長さの直線を作図したりできる。


	・長さに関心をもち，ものさしを使って進んで身の回りのものの長さを測定しようとしている。


	・cmで測れないはしたの長さの単位の必要性に気づき，「mm」を使って表している。


	①ものさしを使って直線の長さを測定し，「cm」，「mm」を使って表すことができる。

②ものさしを使って，特定の長さの直線を作図することができる。
	①長さの単位「mm」を理解している。

②１cm＝10mmの関係を理解している。

③複名数による長さの表し方を理解している。

④用語「直線」を理解している。

	
	３．長さの加減計算ができる。
	・長さの加減計算を使って，進んで答えを求めようとしている。
	・長さにも加法，減法が適用できることに気づき，計算をしている。

	①長さの加法計算ができる。

②長さの減法計算ができる。
	①長さの加法計算のしかたを理解している。

②長さの減法計算のしかたを理解している。


	単元
	目　標
	観点別評価規準

	
	
	算数への関心・意欲・態度
	数学的な考え方
	数量や図形についての技能
	数量や図形についての知識・理解

	６．３けたの 数
	・1000までの数の読み方や表し方，構成，順序，大小，相対的な大きさがわかり，何十，何百の加減計算ができる。
	・十進位取り記数法の仕組みに関心をもち，進んで身の回りのものの数を数えたり，表したり，何十，何百の加減計算をしたりしようとしている。

	・十進位取り記数法の仕組みを基に，1000までの数を数えたり，表したり，何十，何百の加減計算をしたりしている。
	・1000までの数を数えたり，表したりすることができ，何十，何百の加減計算をすることができる。
	・1000までの数の読み方や表し方，構成，順序，大小，相対的な大きさや，何十，何百の加減計算のしかたを理解している。

	
	１．３位数の数え方，読み方，表し方がわかる。
	・数多くあるものの個数を10や100のまとまりにして，進んで数えようとしている。
	・十進位取り記数法の仕組みを基に，３位数を数えたり表したりしている。
	①数多くあるものの個数を10や100のまとまりにして数えることができる。
②３位数を正しく読んだり表したりすることができる。

	①十進位取り記数法の仕組みを理解している。

②３位数の数え方，読み方，表し方を理解している。

	
	２．３位数の位取りの仕組みや構成がわかる。

	・３位数の位取りの仕組みや構成を進んで調べようとしている。
	・十進位取り記数法の仕組みを基に，３位数の構成を等式で表している。
	・３位数の構成を等式で表すことができる。
	・３位数の位取りの仕組みや構成を理解している。

	
	３．３位数の相対的な大きさや順序がわかる。
	①10を単位とした３位数の相対的な大きさをとらえようとしている。
②進んで数を数直線上に表そうとしている。

	①十進位取り記数法の仕組みを基に，10を単位とした３位数の相対的な大きさをとらえている。
②３位数の大きさを考え，３位数を数直線上に表している。

	①10を単位とした３位数の相対的な大きさをとらえることができる。
②３位数を数直線上に表すことができる。
	①10を単位とした３位数の相対的な大きさを理解している。
②数直線の読み方や，３位数を数直線上に表すしかたを理解している。

	
	４．1000という数や，1000までの数の順序，系列がわかる。

	・進んで数を数直線上に表そうとしている。
	・1000までの数の大きさを考え，３位数を数直線上に表している。


	①1000という数を表すことができる。

②1000までの数を数直線上に表すことができる。
	①1000という数を理解している。

②数直線の読み方や，1000までの数を数直線上に表すしかたを理解している。



	
	５．10，100を単位とした，何十，何百の加減計算ができる。
	・10，100を単位とした，何十，何百の加減計算を，進んで計算しようとしている。
	・十進位取り記数法の仕組みを基に，10，100を単位とした，何十，何百の加減計算の答えを求めている。
	①(何十)＋(何十)＝(百何十)の計算ができる。
②(百何十)－(何十)＝(何十)の計算ができる。

③(何百)±(何百)の計算ができる。

④何百と何十，何百と１位数の加減計算ができる。

	・10，100を単位とした，何十，何百の加減計算のしかたを理解している。

	
	６．数や式の大小関係を，不等号，等号を使って表すことができる。
	・数や式の大小関係を，進んで不等号，等号を使って表そうとしている。
	・十進位取り記数法の仕組みを基に，数や式の大小関係を比べ，不等号，等号を使って表している。
	①２つの数の大小関係を，不等号を使って表すことができる。

②数と式の大小関係を，不等号，等号を使って表すことができる。

	①不等号「＞」「＜」を理解している。

②数と数，数と式の大小関係を表すのに，「＞」「＜」「＝」を使うことを理解している。

	７．水の かさの たんい
	・かさの単位がわかり，測定や，加減計算ができる。
	・かさに関心をもち，進んで身の回りのもののかさを測定し，目的や対象に適した単位を用いて表そうとしている。


	・普遍単位の必要性に気づき，適切な単位を用いてかさを表している。
	・かさを測定したり，表したりでき，かさの加減計算ができる。
	・かさの単位や表し方を理解している。

	
	１．普遍単位の必要性に気づき，かさの単位「L」，「dL」，「mL」がわかる。
	・普遍単位を用いるよさに気づき，進んで身の回りのもののかさを測定しようとしている。


	・かさを測定する活動を基に，普遍単位の必要性に気づき，「L」，「dL」，「mL」を使って表している
	・かさを測定し，「L」，「dL」，「mL」を使って表すことができる。
	①かさの単位「L」，「dL」，「mL」を理解している。

②かさの単位の関係を理解している。

③複名数によるかさの表し方を理解している。



	
	２．かさの加減計算ができる。

	・かさの加減計算を使って，進んで答えを求めようとしている。
	・かさにも加法，減法が適用できることに気づき，計算をしている。


	①かさの加法計算ができる。

②かさの減法計算ができる。
	①かさの加法計算のしかたを理解している。

②かさの減法計算のしかたを理解している。

	８．計算の くふう
	・加法の結合法則を用いた３口の加法計算や，(２位数)±(１位数)の暗算ができる。

	・進んで工夫して計算しようとしている。
	・加法の結合法則や数のしくみを基に，工夫して計算している。
	・加法の結合法則を用いた３口の加法計算や，(２位数)±(１位数)の暗算ができる。
	・加法の結合法則を用いた３口の加法計算や，(２位数)±(１位数)の暗算のしかたを理解している。

	
	１．加法の結合法則がわかり，それを用いて工夫して計算できる。

	・進んで加法の結合法則を用いて，３口の加法計算を工夫して計算しようとしている。
	・加法の結合法則を基に，式を用いて答えを求めている。
	①加法の結合法則を用いて工夫して計算できる。
②(　)を用いて３口の加法計算の立式ができる。
	①加法の結合法則を理解している。
②(　)を用いた式を理解している。

	
	２．(２位数)±(１位数)の暗算ができる。
	・進んで(２位数)±(１位数)の暗算のしかたを考えようとしている。
	・数のしくみを基に，(２位数)±(１位数)の暗算のしかたを考え，答えを求めている。

	①(２位数)＋(１位数)の暗算ができる。

②(２位数)－(１位数)の暗算ができる。
	①(２位数)＋(１位数)の暗算のしかたを理解している。

②(２位数)－(１位数)の暗算のしかたを理解している。

	９．たし算と ひき算の ひっ算
	・２，３位数の加減計算ができる。
	・進んで２，３位数の加減計算のしかたを考え，正しい答えを求めようとしている。
	・既習の計算や数の仕組みを基に，２，３位数の加減計算のしかたを考え，答えを求めている。
	・２，３位数の加減計算ができる。
	・２，３位数の加減計算のしかたを理解している。

	
	１．(２位数)＋(２，１位数)＝(３位数)の筆算ができる。
	・(２位数)＋(２，１位数)＝(３位数)の筆算のしかたを考えようとしている。
	・既習の計算や数のしくみを基に， (２位数)＋(２，１位数)＝(３位数)の筆算のしかたを考え，答えを求めている。
	①(２位数)＋(２位数)＝(３位数)の計算を筆算ですることができる。
②(２位数)＋(１位数)＝(３位数)の計算を筆算ですることができる。

	①(２位数)＋(２位数)＝(３位数)の筆算のしかたを理解している。
②(２位数)＋(１位数)＝(３位数)の筆算のしかたを理解している。

	
	２．(３位数)－(２，１位数)＝(２位数)の筆算ができる。
	・(３位数)－(２，１位数)＝(２位数)の筆算のしかたを考えようとしている。
	・既習の計算や数のしくみを基に， (３位数)－(２，１位数)＝(２位数)の筆算のしかたを考え，答えを求めている。
	①(３位数)－(２位数)＝(２位数)の計算を筆算ですることができる。
②(３位数)－(１位数)＝(２位数)の計算を筆算ですることができる。

	①(３位数)－(２位数)＝(２位数)の筆算のしかたを理解している。
②(３位数)－(１位数)＝(２位数)の筆算のしかたを理解している。

	
	３．(３位数)＋(１，２位数)＝(３位数)で，百の位へのくり上がりのない計算の筆算ができる。


	・(３位数)＋(１，２位数)＝(３位数)で，百の位へのくり上がりのない計算の筆算のしかたを考えようとしている。
	・既習の計算や数のしくみを基に， (３位数)＋(１，２位数)＝(３位数)で，百の位へのくり上がりのない計算の筆算のしかたを考え，答えを求めている。

	・(３位数)＋(１，２位数)＝(３位数)で，百の位へのくり上がりのない計算を筆算ですることができる。

	・(３位数)＋(１，２位数)＝(３位数)で，百の位へのくり上がりのない計算の筆算のしかたを理解している。

	
	４．(３位数)－(１，２位数)＝(３位数)で，百の位からのくり下がりのない計算の筆算ができる。


	・(３位数)－(１，２位数)＝(３位数)で，百の位からのくり下がりのない計算の筆算のしかたを考えようとしている。
	・既習の計算や数のしくみを基に，(３位数)－(１，２位数)＝(３位数)で，百の位からのくり下がりのない計算の筆算のしかたを考え，答えを求めている。

	・(３位数)－(１，２位数)＝(３位数)で，百の位からのくり下がりのない計算を筆算ですることができる。
	・(３位数)－(１，２位数)＝(３位数)で，百の位からのくり下がりのない計算の筆算のしかたを理解している。

	10．三角形と 四角形
	・三角形，四角形，長方形，正方形，直角三角形がわかる。
	・身の回りから，三角形，四角形，長方形，正方形，直角三角形を進んで見つけようとしている。


	・辺や頂点など図形の構成要素を基に，三角形，四角形，長方形，正方形，直角三角形の特徴を見出している。
	・三角形，四角形，長方形，正方形，直角三角形を弁別したり作図したりできる。


	・三角形，四角形，長方形，正方形，直角三角形の意味や性質を理解している。



	
	１．三角形，四角形がわかる。
	・身の回りから，三角形や四角形を進んで見つけようとしている。


	・図形の構成要素を基に，三角形，四角形，の特徴を見出している。
	①三角形や四角形を弁別することができる。

②点と点を直線で結び，三角形や四角形を作図することができる。


	①三角形と四角形の意味や性質を理解している。

②「辺」，「頂点」を理解している。

	
	２．直角，長方形，正方形がわかる。
	・身の回りから，直角や，長方形，正方形を進んで見つけようとしている。


	・図形の構成要素を基に，長方形，正方形，の特徴を見出している。
	①長方形や正方形を弁別することができる。

②長方形や正方形を作図することができる。

	①「直角」を理解している。

②長方形の意味や性質を理解している。

③正方形の意味や性質を理解している。


	
	３．直角三角形がわかる。
	・身の回りから，直角三角形を進んで見つけようとしている。


	・図形の構成要素を基に，直角三角形の特徴を見出している。
	①直角三角形を弁別することができる。

②直角三角形を作図することができる。

	・直角三角形の意味や性質を理解している。


	単元
	目　標
	観点別評価規準

	
	
	算数への関心・意欲・態度
	数学的な考え方
	数量や図形についての技能
	数量や図形についての知識・理解

	11．分数
	・簡単な分数がわかる。
	・生活の中で進んで簡単な分数を使って表そうとしている。
	・元の大きさを基に，1/2，1/4などの大きさを考え，表している。
	・1/2，1/4などの大きさをつくったり，表したりすることができる。


	・簡単な分数を理解している。

	
	１．1/2，1/4などの簡単な分数がわかる。
	・生活の中で，進んで1/2，1/4などの簡単な分数を使ってものの大きさを表そうとしている。


	・具体物を等分し，元の大きさを基に，1/2，1/4などの大きさを考え，表している。
	・具体物を等分して，1/2，1/4などの大きさをつくったり，表したりすることができる。


	・1/2，1/4などの簡単な分数の意味や呼び方を理解している。

	12．かけ算（１）
	・乗法や倍の意味，５，２，３，４の段の九九の構成や唱え方がわかる。

	・身の回りから乗法になる場面をとらえ，乗法で表そうとしている。

	・乗法の性質を基に，九九を用いて答えを求めている。

	・乗法の立式や，５，２，３，４の段の九九を唱えることができる。
	・乗法や倍の意味，５，２，３，４の段の九九の構成や唱え方を理解している。

	
	１．乗法の意味がわかる。
	・ものの全体の個数を「１つ分」の「いくつ分」ととらえようとしている。

	・乗法の意味を考え，累加を用いて答えを求めている。
	①乗法を「×」の記号を使って立式することができる。
②乗法で累加を用いて答えを求めることができる。
	①乗法の意味を理解している。

②用語「かけ算」や記号「×」を理解している。

	
	２．倍の意味がわかる。

	・身の回りの事柄を進んで倍を用いて表そうとしている。

	・乗法を基に，倍を求めている。
	・乗法を用いて，倍を求めることができる。
	・倍の意味を理解している。

	
	３．５，２，３，４の段の九九の構成や唱え方がわかる。
	・５，２，３，４の段の九九を進んで用いようとしている。
	①乗法の性質を基に，５，２，３，４の段の九九の構成を表している。

②５，２，３，４の段の九九を基に，式を用いて答えを求めている。

	①５，２，３，４の段の九九を唱えることができる。
②５，２，３，４の段の九九を適用して問題を解決することができる。
	①５，２，３，４の段の九九の構成を理解している。

②乗数が１増えると積が被乗数の数だけ増えることを理解している。

	13．かけ算（２）
	・６，７，８，９，１の段の九九の構成や唱え方，乗法のきまりがわかる。

	・身の回りから乗法になる場面をとらえ，乗法で表そうとしている。
	・乗法の性質を基に，九九を用いて答えを求めている。
	・６，７，８，９，１の段の九九を唱えること，乗法のきまりを使って計算の答えを求めることができる。
	・６，７，８，９，１の段の九九の構成や唱え方，乗法のきまりを理解している。

	
	１．６，７，８，９，１の段の九九の構成や唱え方がわかる。
	・６，７，８，９，１の段の九九を進んで用いようとしている。

	①乗法の性質を基に，６，７，８，９，１の段の九九の構成を表している。

②６，７，８，９，１の段の九九を基に，式を用いて答えを求めている。


	①６，７，８，９，１の段の九九を唱えることができる。
②６，７，８，９，１の段の九九を適用して問題を解決することができる。
	①６，７，８，９，１の段の九九の構成を理解している。
②乗数が１増えると，積は被乗数の数だけ増えることを理解している。

	
	２．乗法のきまりがわかる。
	・九九表から，乗法のきまりを進んで見つけようとしている。

	・乗法のきまりを基に，数を見つけたり，簡単な(２位数)×(１位数)の答えを求めたりしている。
	①九九表から，乗法のきまりを見つけることができる。

②乗法のきまりから，簡単な(２位数)×(１位数)の答えを求めることができる。


	①乗数が１増えると，積は被乗数の数だけ増えることを乗法のきまりとして理解している。
②乗法の交換法則を理解している。
③乗法のきまりを用いた簡単な(２位数)×(１位数)の答えの見つけ方を理解している。


	14．４けたの 数
	・10000までの数の読み方や表し方，構成，順序，大小，相対的な大きさがわかり，何百の加減計算ができる。
	・十進位取り記数法の仕組みに関心をもち，進んで生活の中で10000までの数を用いようとしている。

	・十進位取り記数法の仕組みを基に，10000までの数を数えたり，表したりしている。
	・10000までの数を数えたり，表したりすることができ，何百の加減計算をすることができる。
	・10000までの数の読み方や表し方，構成，順序，大小，相対的な大きさや，何百の加減計算のしかたを理解している。

	
	１．４位数の数え方，読み方，表し方がわかる。
	・数多くあるものの個数を10，100，1000のまとまりにして，進んで数えようとしている。
	・十進位取り記数法の仕組みを基に，４位数を数えたり表したりしている。
	①数多くあるものの個数を10，100，1000のまとまりにして数えることができる。
②４位数を正しく読んだり表したりすることができる。


	①十進位取り記数法の仕組みを理解している。

②４位数の数え方，読み方，表し方を理解している。

	
	２．４位数の位取りの仕組みや構成，大小がわかる。

	・４位数の位取りの仕組みや構成，大小を進んで調べようとしている。
	①十進位取り記数法の仕組みを基に，４位数の構成を等式で表している。

②十進位取り記数法の仕組みを基に，４位数の大小を比較し，不等号を使って表している。


	①４位数の構成を等式で表すことができる。
②２つの４位数の大小の比較をし，不等号を使って表すことができる。


	①４位数の位取りの仕組みや構成を理解している。
②４位数の大小比較のしかたを理解している。

	
	３．４位数の相対的な大きさや順序がわかり，何百の加減計算ができる。
	①100を単位とした４位数の相対的な大きさをとらえようとしている。
②進んで数を数直線上に表そうとしている。

	①十進位取り記数法の仕組みを基に，100を単位とした４位数の相対的な大きさをとらえている。

②４位数の大きさを考え，４位数を数直線上に表している。


	①100を単位とした４位数の相対的な大きさをとらえることができる。
②何百の加減計算ができる。

③４位数を数直線上に表すことができる。
	①100を単位とした４位数の相対的な大きさを理解している。
②何百の加減計算のしかたを理解している。
③数直線の読み方や，４位数を数直線上に表すしかたを理解している。

	
	４．10000という数がわかり，10000までの数をいろいろな見方でとらえることができる。

	・10000までの数をいろいろな見方でとらえようとしている。
	・十進位取り記数法の仕組みを基に，10000までの数をいろいろな見方でとらえている。
	①10000という数を表すことができる。

②10000までの数をいろいろな見方でとらえることができる。
	①10000という数を理解している。

②10000までの数をいろいろな見方で理解している。

	15．長い ものの 長さの たんい
	・長さの単位「m」がわかり，測定や加減計算ができる。


	・長さに関心をもち，進んで身の回りのものの長さを測定し，目的や対象に適した単位を用いて表そうとしている。


	・上位単位の必要性に気づき，適切な単位を用いて長さを表している。
	・「m」を使った長さの測定や加減計算ができる。
	・長さの単位「m」や表し方を理解している。

	
	１．長さの単位「m」がわかる。


	・進んで身の回りのものの長さを測定しようとしている。
	・長さを測定する活動を基に，「cm」より上位の長さの単位の必要性に気づき，「m」を使って表している。

	・長さを測定し，「m」を使って表すことができる。
	①長さの単位「m」を理解している。

②１m＝100cmの関係を理解している。



	
	２．「m」，「cm」を使った長さの表し方や加減計算ができる。


	・進んで長さを「m」，「cm」を使って表そうとしている。


	・長さの単位「m」，「cm」を基に，複名数を用いて長さを表している。
	①長さを「m」，「cm」を使って複名数で表すことができる。

②「m」，「cm」を使った長さの加減計算ができる。

	①「m」，「cm」を使った複名数による長さの表し方を理解している。

②「m」，「cm」を使った長さの加減計算のしかたを理解している。



	単元
	目　標
	観点別評価規準

	
	
	算数への関心・意欲・態度
	数学的な考え方
	数量や図形についての技能
	数量や図形についての知識・理解

	16．たし算と ひき算
	・数量の関係を図に表し，加法逆減法や減法逆加法の問題を解くことができる。


	・進んでテープ図を使って数量の関係を表し，加法や減法を用いて問題を解決しようとしている。
	・テープ図を基に，数量の関係をとらえ，式を用いて答えを求めている。
	・加法逆減法や減法逆加法の場面をとらえ，テープ図に表し，加法や減法の立式をすることができる。
	・数量の関係をテープ図に表すしかたを理解している。

	
	１．加法と減法の相互関係やテープ図のよさがわかる。

	・テープ図のよさに気づき，進んでかこうとしている。
	・加法と減法の相互関係を基に，テープ図に表している。
	・加法と減法の相互関係をテープ図に表すことができる。
	①加法と減法の相互関係を理解している。
②テープ図を理解している。

	
	２．数量の関係を図に表し，加法逆減法の問題を解くことができる。


	・進んでテープ図をかいて，加法逆減法の問題を解決しようとしている。
	・加法逆減法の場面を表したテープ図を基に，式を用いて答えを求めている。
	①加法逆減法の場面を表した文章から，テープ図をかくことができる。

②加法逆減法の場面を表したテープ図を使って，減法の立式をすることができる。

③未知数を□として式に表すことができる。

	①加法逆減法の場面をテープ図や式に表すしかたを理解している。

②未知数を□とした式の表し方を理解している。



	
	３．数量の関係を図に表し，減法逆加法の問題を解くことができる。


	・進んでテープ図をかいて，減法逆加法の問題を解決しようとしている。
	・減法逆加法の場面を表したテープ図を基に，式を用いて答えを求めている。
	①減法逆加法の場面を表した文章からテープ図をかくことができる。

②減法逆加法の場面を表したテープ図を使って，加法の立式をすることができる。


	・減法逆加法の場面をテープ図や式に表すしかたを理解している。



	17．はこの 形
	・箱の形（直方体・立方体）の特徴や構成要素がわかる。


	・身の回りにある箱に関心をもち，箱の形の特徴や構成要素を調べようとしている。

	・箱の形の観察を基に，箱の形の特徴をとらえている。
	・箱の形を観察して，箱の形の特徴や構成要素を調べることができる。
	・箱の形の特徴や構成要素を理解している。

	
	１．「面」の意味がわかり，箱を組み立てることができる。
	・箱の形に関心をもち，箱の面を写し取ったり，箱を組み立てたりする活動に進んで取り組もうとしている。


	・箱の面を写し取ったり，箱を組み立てたりする活動を基に，箱の面の形や数をとらえている。
	・箱の面を写し取ったり，面を組み合わせて箱を組み立てたりして，箱の形の特徴を調べることができる。
	①「面」を理解している。

②箱の面の形や数を理解している。


	
	２．「辺」，「頂点」など，箱の形の構成要素がわかる。
	・箱の形に関心をもち，箱の形の辺や頂点の数を調べる活動に進んで取り組もうとしている。

	・ひごと粘土玉を使ってつくった箱の形を基に，箱の形の辺や頂点の数をとらえている。
	・ひごと粘土玉を使ってつくった箱の形から，箱の形の辺や頂点の数を調べることができる。
	①「辺」，「頂点」を理解している。

②辺や頂点の数など，箱の形の構成要素を理解している。



■第２学年

１．学年目標（「小学校学習指導要領」（平成20年7月発行）より抜粋）
（１）具体物を用いた活動などを通して，数についての感覚を豊かにする。数の意味や表し方についての理解を深めるとともに，加法及び減法についての理解を深め，用いることができるようにする。また，乗法の意味について理解し，その計算の仕方を考え，用いることができるようにする。

（２）具体物を用いた活動などを通して，長さや体積などの単位と測定について理解できるようにし，量の大きさについての感覚を豊かにする。

（３）具体物を用いた活動などを通して，三角形や四角形などの図形について理解できるようにし，図形についての感覚を豊かにする。

（４）具体物を用いた活動などを通して，数量やその関係を言葉，数，式，図，表，グラフなどに表したり読み取ったりすることができるようにする。

２．第２学年の評価の観点の趣旨（「評価規準の作成のための参考資料」（平成22年11月）／教育課程研究センター　より抜粋）
	算数への関心・意欲・態度
	数学的な考え方
	数量や図形についての技能
	数量や図形についての知識・理解

	数量や図形に親しみをもち，それらについて様々な経験をもとうとするとともに，知識や技能などを進んで用いようとする。
	数量や図形についての基礎的・基本的な知識及び技能の習得や活用を通して，数理的な処理に親しみ，考え表現したり工夫したりしている。
	整数の計算をしたり，長さや体積などを測定したり，図形を構成したり，数量の関係などを表したり読み取ったりするなどの技能を身に付けている。
	数量や図形についての感覚を豊かにするとともに，整数の意味と表し方，整数の計算の意味，長さや体積などの単位と測定の意味，図形の意味及び数量の関係などについて理解している。


平成２３年度版～　　　　　　　　　　　  新学習指導要領対応
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